
Keysight Technologies
M9393A PXIe
高性能ベクトル・シグナル・アナライザ
9 kHz～ 8.4/14/18/27 GHz

Data Sheet



02 | Keysight | M9393A PXIe高性能ベクトル・シグナル・アナライザ – Data Sheet

概要

最先端の性能をPXIで実現
最先端のデザインに対応しているシステムでも、旧世代のプラッ
トフォームでも、変化は必ず訪れます。モジュラーソリューショ
ンは非常に拡張性に優れていますが、キーサイトでは、M9393A 
PXIe高性能ベクトル・シグナル・アナライザによってさらに柔軟
性を向上させました。M9393Aは、キーサイトのマイクロ波測定
の専門知識をモジュール型計測器として実現したものです。コア
となる信号解析機能と高速で確度の高いハードウェアの統合によ
り、将来にわたってソリューションをニーズに合わせてカスタマ
イズできます。M9393Aを使用すれば、最先端の性能がPXIで得
られます。

デバイスの真の性能を評価
M9393Aはこれまでのモジュール型計測器にはないマイクロ波性
能を備え、厳しいシステム要件にも対応しています。クラス最高
のスイッチング速度と振幅確度により、より厳しい許容範囲に基
づいたテストを短時間で実行できます。 

最適化されたソフトウェアにより、 
一貫性のある高確度の測定結果を 
より短時間で取得
M9393Aはキーサイトの信頼性の高い測定技術を採用し、実証済
みの使い慣れたソフトウェアにより開発時間の短縮とリスクの低
減を実現しています。 

Xシリーズ測定アプリケーション：LTE、無線LANなどの規格に準
拠した測定により、信号のコンプライアンスを検証できます。また、
キーサイトのベンチトップ・シグナル・アナライザとのプログラ
ムの互換性が高いので、ソフトウェアの移行も容易に行えます。

89600 VSAソフトウェア：75種類を超える信号フォーマットとマ
ルチチャネル解析の既存のソフトウェア・サポートに加えて、高
速ステップ変化スペクトラム機能が新たに追加され、周波数レン
ジ全体にわたって信号の特性を評価できます。 

将来のマイクロ波周波数測定にも対応
ライセンス・キーによるアップグレードが可能なオプションと拡
張可能なハードウェアにより、変化するテスト・ニーズに簡単に
対応できます。キーサイトのTMEセルフ・メンテナンス用の
N7800A校正／調整ソフトウェアと標準保証による最高のサポー
トが得られます。

図1.　M9300A周波数基準、M9308Aシンセサイザ、M9365Aダウンコン
バータ、M9214Aデジタイザの4つのモジュールで構成された、M9393A 
PXIe高性能ベクトル・シグナル・アナライザ。

アプリケーション
 – 航空宇宙／防衛分野での製造／デポ・テスト

 – 無線機器のデザイン検証／製造

製品概要
M9393A PXI高性能VSAは、9 kHz～ 8.4/14/18/27 GHzの周波
数レンジをカバーするモジュール型ベクトル・ネットワーク・ア
ナライザです。代表的なPXI VSA構成には、M9300A周波数基準、
M9308Aシンセサイザ、M9365Aダウンコンバータ、M9214Aデ
ジタイザが1つずつ、全部で4つのPXIモジュールが含まれていま
す。製品オプションおよび構成の詳細については、構成ガイド（カ
タログ番号5991-4580EN）を参照してください。 

http://literature.cdn.keysight.com/5991-4580EN.pdf
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技術仕様と特性

仕様の定義
本書に掲載されている温度は、以下のように定義されています。

 – 全温度範囲：15～ 75 ℃の個々のモジュール温度（各モジュー
ルの仕様から）、および0～ 55 ℃の環境温度。

 – 制御された温度範囲：36～ 50 ℃の個々のモジュール温度（各
モジュールの仕様から）、および20～ 30 ℃の環境温度。

仕様は、校正済み測定器の保証された性能です。特に記載のない
限り、本書に掲載されているデータは以下の条件での仕様です。

 – 校正済み測定器は、全温度範囲内に2時間以上保管

 – 30分間のウォームアップ後

 – 校正周期を維持

 – Keysight M9300A周波数基準とキーサイトのインターコネク
ト・ケーブルを組み合わせて使用

特性は、製品を利用する際に役立つ製品性能を表していますが、
製品保証の対象ではありません。特性は、代表値または公称値と
も呼ばれ、イタリック体で記載されています。

 – 代表値は、特性性能を示し、制御された温度範囲内で動作さ
せた場合に、測定器の80 ％が満たす性能を表しています。

 – 公称値は、制御された温度範囲内で動作させたときに、製品
を利用する際に役立つ標準的な性能を表しています。 

 – 95パーセンタイル値は、20～ 30 ℃の周囲温度において、
95 ％の信頼度で母集団の95 ％が満たす、性能許容範囲の分
散（約2s）を表します。これらの値には、測定器のサンプルの
統計情報に加えて、外部校正基準の不確かさの影響が含まれ
ています。これらの値は保証されていません。これらの値は、
製造された測定器の動作の統計情報に大きな変化が見られた
場合は、更新されることがあります。

使用時における推奨事項
 – 空のモジュール・スロットにはスロット・ブロッカやEMCフィ
ラー・パネルを使用して、適切な動作温度にします。キーサ
イトのシャーシやスロット・ブロッカは、モジュール温度性
能とテストの信頼性を最適化します。

 – 45 ℃以上の環境温度では、シャーシのファンを高に設定し
ます。

変換タイプの定義

変換タイプ 周波数レンジ

自動 9 kHz～ 8.4/14/18/27 GHz

ダブル変換 9 kHz～ 3.6 GHz

シングル・ハイ 3.6 GHz～ 8.4/14/18/27 GHz

シングル・ロー 3.6 GHz～ 8.4/14/18/27 GHz

その他の情報
 – ミキサ・レベル・オフセットは、レシーバの第1ミキサより
も前でレシーバの利得を変更します。負に設定した場合、雑
音特性（DANLなど）は劣化しますが、歪み（TOIなど）性能は
向上します。正に設定した場合、歪み性能は劣化しますが、
雑音特性は向上します。

 – PeakToAverageプロパティと期待されるRF Powerプロパ
ティを組み合わせて使用することにより、ダウンコンバータ
のレベル設定を最適化します。ピーク・パワー対平均パワー
比（dB）に設定します。ダウンコンバータは、この値を使用し
て、ミキサ・レベル、IF利得、ADCクリップ・レベルを最適
化します。

 – IFレベル・オフセット（dB）。IFパワー・レベルの追加調整。
正の値の場合は雑音が減少します。負の値の場合は歪みが減
少します。

 – デジタイザ・レベル・オフセット（dB）。デジタイザに対する
ダウンコンバータのIFパワーの追加調整。正の値の場合はデ
ジタイザに対するパワーが増加します。負の値の場合はデジ
タイザに対するパワーが減少します。 

 – すべてのグラフのデータは、特に記載のない限り、制御され
た温度範囲で1つのユニットで測定されたもので、代表的な
製品性能を示しています。

 – 特に記載のない限り、デフォルト条件が適用されます。

 – このドキュメントに記載されている仕様は、変更される場合
があります。
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技術仕様と特性

ブロック図

図2.　M9308Aシンセサイザ、M9365Aダウンコンバータ、M9214Aデジタイザ、オプションのM9300A周波数基準の4つのモジュールで構成された、
M9393A PXIeベクトル・シグナル・アナライザのブロック図。
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技術仕様と特性

周波数

周波数レンジと分解能

オプションF08 9 kHz～ 8.4 GHz

オプションF14 9 kHz～ 14 GHz

オプションF18 9 kHz～ 18 GHz

オプションF27 9 kHz～ 27 GHz

同調分解能 0.01 Hz

解析帯域幅1

最大帯域幅 オプションB04（標準） 40 MHz

オプションB10 100 MHz

オプションB16 160 MHz

IF周波数2 最終IF 第1 IF（＜3.6 GHz）

40 MHz IF経路 240 MHz 5040 MHz

100/160 MHz IF経路 300 MHz 5100 MHz

40 MHzの別のIF経路 3 326 MHz 5126 MHz

バンド 高調波ミキシング・モード LO倍数（N）4 周波数

バンド0 1 1 9 kHz～ 3.6 GHz

バンド1 1 1 3.6～ 8.4 GHz

バンド2 1 2 8.4～ 13.6 GHz

バンド3 2 2 13.6～ 17.1 GHz

バンド4 2 4 17.1～ 27 GHz

周波数スイッチング速度5、6

リスト・モードのスイッチング速度7 バンド 標準（公称値） オプションUNZ（公称値）

ベースバンド周波数オフセットの変更9 － 5 ms 10 μs

任意の周波数変更： 0：＜3.6 GHz
1：3.6～ 8.4 GHz
2：8.4～ 13.6 GHz
3：13.6～ 17.1 GHz
4：17.1～ 27 GHz

5 ms 175 μs
135 μs
135 μs
155 μs
145 μs

リスト・モード以外のスイッチング速度8 標準（公称値） オプションUNZ（公称値）

ベースバンド周波数オフセットの変更9 5 ms 250 μs

任意の周波数変更 5 ms 1 ms

1. 解析帯域幅は中心周波数を中心に得られる瞬時帯域幅（1 dB帯域幅）で、その帯域幅内で入力信号がデジタイズされ、時間／周波数／変調ドメインでの解析や処理が行われます。

2. 3.6 GHzより下ではダブル変換、3.6 GHzより上ではシングル変換。

3. 測定器ソフトウェアによって決まる最高の性能を得るために、3.6 GHzより下の周波数にのみ使用されます。

4. NはLO逓倍倍数です。

5. M9018A PXIeシャーシ（2リンク構成：1×8 [工場設定]）およびM9037A PXIe組込みコントローラと併用した場合です。

6. 最終値が2 kHzまたは1 ppm以内のうちの大きい方にセトリングするまでの時間です。データの収集時間と処理時間は含まれていません。 
振幅は0.1 dB以内にセトリング。チャネル・フィルタは設定されていません。

7.  トリガ入力から周波数および振幅がセトリングするまでの時間です。最小IQサンプリング・レート≧6 MHz。最小スペクトラム収集≧4.8 MHz。 
最小パワー収集チャネル・フィルタ帯域幅≧4.8 MHz。3.6 GHzをまたがる周波数変更の場合は（オプションUNZ）、スイッチング時間は2 msです。 
その他のバンドをまたがる周波数変動の場合は（オプションUNZ）、スイッチング時間は＜300 μsです。

8. IVIコマンドから搬送波周波数が2 kHzまたは1 ppm以内のうちの大きい方にセトリングするまでの平均時間です。振幅は0.1 dB以内にセトリング。 
搬送波周波数と振幅の同時スイッチング。3.6 GHzをまたがる周波数変更の場合は（オプションUNZ）、スイッチング時間は2 msです。

9. ベースバンド・オフセットは、RF解析帯域幅およびIFフィルタ帯域幅によって決められるリミット値内で、搬送波周波数からの±で調整することができます。 
シンセサイザの周波数と振幅は変わりません。2 kHz以内にセトリングされるベースバンド・オフセット。 
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技術仕様と特性

周波数（続き）

分解能帯域幅（RBW）

最小分解能帯域幅 1 Hz

最大分解能帯域幅（ENBW）10 IFディザ・オフ IFディザ・オン

フラット・トップ（160 MHz IF） 31.25 MHz 27.3 MHz

フラット・トップ（40 MHz IF） 7.8 MHz 3.9 MHz

ガウシアン・トップ（160 MHz） 19.4 MHz 16.99 MHz

ガウシアン・トップ（40 MHz） 4.8 MHz 2.4 MHz

ビデオ帯域幅（VBW）

レンジ 1 Hz～最大分解能帯域幅、ワイド・オープン（50 MHz）

確度 VBWは、アベレージングにより、同じVBW値と同様の測定変動の低減を達成します。

周波数スパン

レンジ シングルFFT：800 Hz～ 160 MHz
ステップ：800 Hz～ 27 GHz

分解能 2 Hz

10. IFディザ・オンは89600 VSAソフトウェア、オプションSSAでのみ利用可能。
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技術仕様と特性

周波数（続き）

周波数基準（M9300A PXIe周波数基準モジュール） 

基準出力

100 MHz出力（出力1～出力5）

振幅 ≧10 dBm 13 dBm（代表値）

コネクタ 5 SMB、スナップオン 

インピーダンス 50 Ω（公称値）

10 MHz出力

振幅 9.5 dBm（公称値）

コネクタ 1 SMB、スナップオン

インピーダンス 50 Ω（公称値） 

OCXO出力 

振幅 11.5 dBm（公称値）

コネクタ 1 SMB、スナップオン

インピーダンス 50 Ω（公称値）

周波数確度

内部タイムベースまたは外部基準入力の確度と同じ

内部タイムベース

確度 ±［（直近の調整からの経過時間×エージング・レート）±温度変動±校正確度］

周波数安定度 
エージング・レート

1日 ＜±0.5 ppb/日、72時間のウォームアップ後

1年 ＜±0.1 ppm/年、72時間のウォームアップ後

合計10年 ＜±0.6 ppm/10年、72時間のウォームアップ後

実現可能な初期校正確度 
（出荷時）

±5×10－8

温度変動

20～ 30 ℃ ＜±10 ppb

全温度範囲 ＜±50 ppb

ウォームアップ

＋20～＋30 ℃で5分間の場合（1時間に対して） ＜±0.1 ppm

＋20～＋30 ℃で15分間の場合（1時間に対して） ＜±0.01 ppm

外部基準入力

周波数 1～ 110 MHz、正弦波

ロック・レンジ ±1 ppm（公称値）

振幅 0～ 10 dBm（公称値）

コネクタ 1 SMB、スナップオン

インピーダンス 50 Ω（公称値）
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技術仕様と特性

振幅

入力レベル

最大安全パワー（平均） ＋35 dBm 

最大DC電圧 ±10 Vdc

最大RF入力（性能仕様） ＋30 dBm

期待される入力レベル設定 プリアンプ・オフ

レンジ －170～＋30 dBm

分解能 0.1 dB

電子式アッテネータ

周波数レンジ 9 kHz～ 27 GHz

アッテネータ・レンジ 0～ 42 dB

ステップ幅 0.25 dB

絶対振幅確度11

周波数12 プリアンプ・オフ13 プリアンプ・オン14

仕様 95パーセンタイル値 代表値 仕様 95パーセンタイル値 代表値

100 kHz～ 1 MHz ±1.53 dB ±0.97 dB ±0.71 dB ±1.76 dB ±1.01 dB ±0.71 dB

1 MHz～ 20 MHz ±1.19 dB ±0.69 dB ±0.49 dB ±1.56 dB ±0.89 dB ±0.61 dB

20 MHz～ 100 MHz ±0.57 dB ±0.29 dB ±0.17 dB ±0.68 dB ±0.39 dB ±0.24 dB

100 MHz～ 3.6 GHz ±0.54 dB ±0.25 dB ±0.13 dB ±0.72 dB ±0.37 dB ±0.26 dB

3.6 GHz～ 8 GHz ±0.59 dB ±0.29 dB ±0.16 dB ±0.83 dB ±0.39 dB ±0.26 dB

8 GHz～ 14 GHz ±0.72 dB ±0.37 dB ±0.23 dB ±0.98 dB ±0.47 dB ±0.32 dB

14 GHz～ 18 GHz ±0.8 dB ±0.47 dB ±0.35 dB ±1.06 dB ±0.6 dB ±0.47 dB

18 GHz～ 26.5 GHz ±1.4 dB ±0.53 dB ±0.37 dB ±2.1 dB ±1.08 dB ±0.92 dB 

26.5 GHz～ 27 GHz ±2.37 dB ±0.57 dB ±0.4 dB ±2.67 dB ±0.67 dB ±0.48 dB

周波数12 プリアンプをバイパス15

仕様 95パーセンタイル値 代表値

100 kHz～ 1 MHz ±1.2 dB ±0.75 dB ±0.53 dB

1 MHz～ 20 MHz ±1.12 dB ±0.65 dB ±0.46 dB

20 MHz～ 100 MHz ±0.67 dB ±0.35 dB ±0.21 dB

100 MHz～ 3.6 GHz ±0.69 dB ±0.36 dB ±0.23 dB

11. 十分に整合のとれた入力信号（8490D-020）アッテネータを使用して測定。フィールド調整の±3 ℃以内のモジュール温度。

12. スタート周波数を除き、ストップ周波数を含む周波数。

13. 期待される入力レベル（3.6 GHzより下）：6 dBmに設定。期待される入力レベル（3.6 GHzより上）：－5 dBmに設定。PeakToAverage：0 dBm。

14. 期待される入力レベル：－3 dBmに設定。PeakToAverage：0 dBm。 

15. 期待される入力レベル：－5 dBmに設定。PeakToAverage：0 dBm。 
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振幅（続き）

振幅の再現性とリニアリティ

プリアンプ・オフ（代表値） プリアンプ・オン（代表値）

再現性16 ±0.025 dB ±0.055 dB

リニアリティ 17 ADCのディザ・ハイ ADCのディザ・ロー

パワー・レンジ 仕様 代表値 仕様 代表値

＞－35 dB 0.08 dB 0.03 dB 0.08 dB 0.03 dB

≦－35 dB 0.1 dB 0.04 dB 0.21 dB 0.1 dB

IFフラットネス 
（代表値）18、19

40 MHzパスの任意の 
20 MHz

160 MHzパスの任意の
20 MHz

40 MHz 100 MHz 160 MHz

≦13.6 GHz ±0.08 dB ±0.137 dB ±0.156 dB ±0.214 dB ±0.34 dB

＞13.6 GHz ±0.115 dB ±0.144 dB ±0.169 dB ±0.312 dB ±0.473 dB

IF位相リニアリティ 
（代表値）18、19

40 MHzパスの任意の 
20 MHz

160 MHzパスの任意の
20 MHz

40 MHz 100 MHz 160 MHz

≦13.6 GHz ± 0.68 ° ± 1.28 ° ± 0.81 ° ± 1.34 ° ± 1.56 °

＞13.6 GHz ± 1.46 ° ± 1.54 ° ± 1.69 ° ± 2.56 ° ± 3.59 °

IF帯域幅フィルタのスイッチングの不確かさ20

仕様 代表値 公称値

±0.3 dB ±0.14 dB ±0.1 dB

期待される入力レベルのスイッチングの不確かさ21

プリアンプ・オフ22 プリアンプ・オン23

≦－5 dBm ＞－5 dBm ≦－3 dBm

仕様 代表値 仕様 代表値 仕様 代表値

＞100 kHz～ 1 MHz ±0.14 dB ±0.03 dB ±1.53 dB ±0.6 dB ±0.48 dB ±0.18 dB

＞1～ 20 MHz ±0.18 dB ±0.04 dB ±1.56 dB ±0.64 dB ±0.48 dB ±0.18 dB

＞20～ 100 MHz ±0.15 dB ±0.04 dB ±0.56 dB ±0.24 dB ±0.39 dB ±0.15 dB

＞100 MHz～ 3.6 GHz ±0.16 dB ±0.04 dB ±0.53 dB ±0.24 dB ±0.44 dB ±0.18 dB

＞3.6～ 8 GHz ±0.18 dB ±0.05 dB ±0.39 dB ±0.15 dB ±0.34 dB ±0.12 dB

＞8～ 17 GHz ±0.16 dB ±0.05 dB ±0.71 dB ±0.19 dB ±0.53 dB ±0.17 dB

＞17～ 24 GHz ±0.19 dB ±0.05 dB ±2.38 dB ±0.39 dB ±0.78 dB ±0.17 dB

＞24～ 27 GHz ±0.18 dB ±0.06 dB ±1.39 dB ±0.31 dB ±0.55 dB ±0.16 dB

16. 入力レベル－11 dBm、約1 GHzでLOをヌル化、150 msで実行（振幅のセトリングを考慮）、IFの中心から1 kHzで測定を実行。 

17. ノイズ・フロアより20 dB大きな入力レベルでADCのディザ・オン、ハードウェア設定は変更なし、期待される入力レベルよりも小さい場合。

18. 帯域幅全体の平均誤差からの偏移、すべての変換タイプ。 

19.  期待される入力レベル＝0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0。

20. 40 MHzの基準IF帯域幅フィルタを基準にした振幅誤差です。

21. 十分に整合のとれた入力信号（8490D-020）アッテネータを使用して測定。PeakToAverage＝0 dBm。

22. 期待される入力レベル設定（－5 dBm）を基準にした測定。

23. 期待される入力レベル設定（－3 dBm）を基準にした測定。
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技術仕様と特性

振幅（続き）

振幅スイッチング速度24 

オプションUNZ（公称値）

リスト・モードのスイッチング速度 9 kHz ～ 3.6 GHz 3.6 ～ 6 GHz 6 ～ 27 GHz

ロー・パワーからハイ・パワー 25 90 μs 180 μs 50 μs

ハイ・パワーからロー・パワー 25 90 μs 50 μs 50 μs

プリアンプ・オフからプリアンプ・オン 245 μs 190 μs 190 μs

プリアンプ・オンからプリアンプ・オフ 160 μs 220 μs 90 μs

リスト・モード以外のスイッチング速度 1 ms

標準（公称値） 5 ms

入力電圧定在波比（VSWR） 

プリアンプ・オフ（公称値） プリアンプ・オン（公称値）

10 MHz～≦50 MHz ＜1.38 : 1 ＜2.57 : 1

＞50 MHz～≦3 GHz ＜1.21 : 1 ＜1.9 : 1

＞3 GHz～≦3.6 GHz ＜1.12 : 1 ＜1.61 : 1

＞3.6 GHz～≦12 GHz ＜1.49 : 1 ＜1.4 : 1

＞12 GHz～≦20 GHz ＜1.99 : 1 ＜1.99 : 1

＞20 GHz～≦23 GHz ＜1.36 : 1 ＜1.36 : 1

＞23 GHz～≦27 GHz ＜1.81 : 1 ＜1.82 : 1

トレース・ディテクタ 

IVIドライバ使用時 ノーマル

89600 VSAソフトウェア使用時 ノーマル、最大値、サンプル、平均値、最小値

プリアンプ

周波数レンジ

オプションF08 9 kHz～ 8.4 GHz

オプションF14 9 kHz～ 14 GHz

オプションF18 9 kHz～ 18 GHz

オプションF27 9 kHz～ 27 GHz

利得26 代表値

＜3.6 GHz ＋15.5 dB

3.6～＜15 GHz ＋25.0 dB

15～＜25 GHz ＋22.0 dB

25～ 27 GHz ＋19.0 dB

24. M9018A PXIeシャーシ（2リンク構成：1×8 [工場設定]）およびM9037A PXIe組込みコントローラを使用した場合です。 
振幅は0.1 dB以内にセトリング。データの収集時間と処理時間は含まれていません。

25. プリアンプの切り替えなし。

26. 利得はプリアンプ・オフ状態にノーマライズされています。 
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技術仕様と特性

ダイナミック・レンジの仕様

表示平均雑音レベル（DANL）27

仕様 代表値

雑音補正オフ 雑音補正オン 雑音補正オフ 雑音補正オン

プリアンプ・ 
オフ

9～ 50 kHz －120 dBm/Hz －125 dBm/Hz －129 dBm/Hz －135 dBm/Hz

50 kHz～ 51 MHz －143 dBm/Hz －147 dBm/Hz －147 dBm/Hz －154 dBm/Hz

51～ 900 MHz －147 dBm/Hz －158 dBm/Hz －150 dBm/Hz －161 dBm/Hz

900 MHz～ 2.6 GHz －145 dBm/Hz －156 dBm/Hz －148 dBm/Hz －158 dBm/Hz

2.6～ 3.6 GHz －143 dBm/Hz －154 dBm/Hz －146 dBm/Hz －157 dBm/Hz

3.6～ 7.4 GHz －146 dBm/Hz －157 dBm/Hz －149 dBm/Hz －160 dBm/Hz

7.4～ 10 GHz －144 dBm/Hz －155 dBm/Hz －148 dBm/Hz －158 dBm/Hz

10～ 13.6 GHz －142 dBm/Hz －152 dBm/Hz －145 dBm/Hz －156 dBm/Hz

13.6～ 17 GHz －136 dBm/Hz －147 dBm/Hz －141 dBm/Hz －151 dBm/Hz

17～ 21 GHz －133 dBm/Hz －144 dBm/Hz －136 dBm/Hz －147 dBm/Hz

21～ 22 GHz －131 dBm/Hz －142 dBm/Hz －135 dBm/Hz －145 dBm/Hz

22～ 26 GHz －124 dBm/Hz －134 dBm/Hz －128 dBm/Hz －138 dBm/Hz

26～ 27 GHz －117 dBm/Hz －127 dBm/Hz －122 dBm/Hz －133 dBm/Hz

プリアンプ・ 
オン

9～ 50 kHz －120 dBm/Hz －126 dBm/Hz －131 dBm/Hz －134 dBm/Hz

50 kHz～ 51 MHz －135 dBm/Hz －147 dBm/Hz －142 dBm/Hz －152 dBm/Hz

51～ 2.8 GHz －154 dBm/Hz －165 dBm/Hz －158 dBm/Hz －168 dBm/Hz

2.8～ 3.6 GHz －153 dBm/Hz －164 dBm/Hz －157 dBm/Hz －168 dBm/Hz

3.6～ 9 GHz －152 dBm/Hz －163 dBm/Hz －156 dBm/Hz －166 dBm/Hz

9～ 16.2 GHz －150 dBm/Hz －160 dBm/Hz －154 dBm/Hz －164 dBm/Hz

16.2～ 21 GHz －147 dBm/Hz －157 dBm/Hz －152 dBm/Hz －163 dBm/Hz

21～ 23.9 GHz －143 dBm/Hz －153 dBm/Hz －149 dBm/Hz －159 dBm/Hz

23.9～ 25.9 GHz －139 dBm/Hz －150 dBm/Hz －145 dBm/Hz －155 dBm/Hz

25.9～ 27 GHz －136 dBm/Hz －147 dBm/Hz －141 dBm/Hz －152 dBm/Hz

公称値については図4を参照。

利得圧縮（0.1 dB、2トーン）（公称値）28

周波数 プリアンプ・オフ プリアンプ・オン

＜3.6 GHz 0 dBm －15 dB

3.6～ 5 GHz －5 dBm －28 dB

5～ 17 GHz －3 dBm －27 dB

17～ 27 GHz ＋1 dBm －21 dB

27. 期待される入力レベル＝－60 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dBm、雑音補正オン、アベレージング回数100回、変換＝自動、PeakToAverage＝0 dB。

28. 大信号では、2トーン利得圧縮により、アナライザによるスクリーン上の信号の測定が不正確になる可能性があります。 
この仕様からは、低パワー信号に0.1 dBの変動を引き起こすための干渉信号の大きさがわかります。 
トーン間隔＝100 kHz、ローパワー・トーンの－30 dBm信号の測定。期待される入力レベル＝0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dB。
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技術仕様と特性

ダイナミック・レンジの仕様（続き）

3次相互変調歪み（TOI）

周波数 仕様 代表値 公称値

プリアンプ・オフ29 10～ 600 MHz ＋26 dBm ＋29 dBm ＋31 dBm

600 MHz～ 3.6 GHz ＋26 dBm ＋31 dBm ＋33.5 dBm

3.6～ 13.6 GHz ＋26 dBm ＋29 dBm ＋30 dBm

13.6～ 16.5 GHz ＋24 dBm ＋28.5 dBm ＋29.5 dBm

16.5～ 18 GHz ＋21 dBm ＋25 dBm ＋28.5 dBm

18～ 27 GHz ＋24 dBm ＋29 dBm ＋31 dBm

プリアンプ・オン30 10～ 600 MHz ＋3 dBm ＋8.5 dBm ＋12.5 dBm

600 MHz～ 3.6 GHz ＋4 dBm ＋10 dBm ＋13 dBm

3.6～ 13.6 GHz －1.5 dBm ＋3.5 dBm ＋4.5 dBm

13.6～ 16.5 GHz －4.5 dBm ＋2 dBm ＋4 dBm

16.5～ 18 GHz －9 dBm －3 dBm ＋1 dBm

18～ 24 GHz －7 dBm 0 dBm ＋3 dBm

24～ 27 GHz －1 dBm ＋5 dBm ＋7.5 dBm

2次高調波歪み（SHI）

周波数 代表値 公称値

プリアンプ・オフ31 10～ 300 MHz ＋56 dBm ＋60 dBm

300 MHz～ 1.8 GHz ＋60 dBm ＋62 dBm

1.8～ 5.2 GHz ＋41 dBm ＋44 dBm

5.2～ 10 GHz ＋32 dBm ＋36 dBm

10～ 13.5 GHz ＋21 dBm ＋25 dBm

プリアンプ・オン32 10 MHz～ 1.5 GHz ＋33 dBm ＋35 dBm

1.8～ 4 GHz ＋16 dBm ＋22 dBm

4～ 10 GHz 0 dBm ＋3 dBm

10～ 13.5 GHz －10 dBm －5 dBm

29. トーン間隔＝100 kHz、期待される入力レベル＝3 dBm、ミキサ・オフセット・レベル＝0 dB、PeakToAverage＝6 dB、変換タイプ自動

30. トーン間隔＝100 kHz、期待される入力レベル＝-22 dBm、ミキサ・オフセット・レベル＝0 dB、PeakToAverage＝6 dB、変換タイプ自動

31. 期待される入力レベル＝0 dBm

32. 期待される入力レベル＝－30 dBm
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図3.　2次高調波歪み（公称値）、期待される入力レベル＝0 dBm。

技術仕様と特性

ダイナミック・レンジの仕様（続き）

図4.　表示平均雑音レベル（公称値）。期待される入力レベル＝－60 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dBm、 
雑音補正（NC）オン、アベレージング回数100回。

第2高調波歪みの公称値

表示平均雑音レベル（DANL）の公称値

第
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dB
）
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周波数（MHz）

周波数（MHz）
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プリアンプ・オフ、
NCオン

プリアンプ・オン、
NCオン
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図5.　ダイナミック・レンジ（1 GHz）。

技術仕様と特性

ダイナミック・レンジの仕様（続き）

図6.　ダイナミック・レンジ（5.8 GHz）。

図7.　ダイナミック・レンジ（18 GHz）。
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技術仕様と特性

信号純度

位相雑音33

中心周波数 オフセット 仕様、雑音補正オフ 代表値、雑音補正オフ 代表値、雑音補正オン

1 GHz 100 Hz －88 dBc/Hz

1 kHz －105 dBc/Hz

10 kHz －107 dBc/Hz －110 dBc/Hz

100 kHz －107 dBc/Hz

300 kHz －118 dBc/Hz

1 MHz －131 dBc/Hz －134 dBc/Hz －134 dBc/Hz

3 MHz －139 dBc/Hz －141 dBc/Hz

10 MHz －141 dBc/Hz －144 dBc/Hz

33. 期待される入力レベル＝0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dB、プリアンプ＝オフ、雑音補正オン、アベレージング回数100回の結果、PeakToAverage＝5

図8.　位相雑音の公称値（1 ～ 26.5 GHz）。期待される入力レベル＝0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dB、プリアンプ＝オフ、 
雑音補正オン、アベレージング回数100回の結果、PeakToAverage＝5

位相雑音の公称値（1/5.8/11/26.9 GHz）

位
相
雑
音（

dB
c/

Hz
）

オフセット（kHz）

1 GHz

1 GHz（雑音補正オン時）

5.8 GHz

5.8 GHz（雑音補正オン時）

11 GHz

11 GHz（雑音補正オン時）

26.9 GHz

26.9 GHz（雑音補正オン時）
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技術仕様と特性

信号純度（続き）

残留応答、イメージ応答、スプリアス応答
89600 VSAソフトウェア、オプションSSAを使用し、IFディザをオンにした状態では、内部生成されるスプリアスや残留応答が大幅に減少します。

入力と関連のないスプリアス34 周波数 仕様 代表値

IF帯域幅フィルタ＝40 MHz 0.1～ 150 MHz －96 dBm －103 dBm

150 MHz～ 1.6 GHz －99 dBm －106 dBm

1.6～ 1.8 GHz －97 dBm －104 dBm

1.8～ 2.5 GHz －83 dBm －91 dBm

2.5～ 3.1 GHz －97 dBm －104 dBm

3.1～ 3.6 GHz －93 dBm －101 dBm

3.6～ 13 GHz －95 dBm －102 dBm

IF帯域幅フィルタ＝100/160 MHz 0.1～ 550 MHz －99 dBm －106 dBm

550～ 910 MHz －66 dBm －74 dBm

910 MHz～ 1.7 GHz －93 dBm －102 dBm

1.7～ 2.5 GHz －76 dBm －84 dBm

2.5～ 3.6 GHz －81 dBm －89 dBm

3.6～ 13 GHz －96 dBm －102 dBm

IF帯域幅フィルタ＝40/100/160 MHz ＞13 GHz －100 dBm（公称値）

LOと関連のあるスプリアス35 オフセット

200 Hz ～ 1 kHz 1 ～ 10 kHz 10 ～ 100 kHz 100 kHz ～ 10 MHz

100 kHz～ 3.6 GHz －67 dBc －66 dBc －67 dBc －65 dBc

3.6～ 8.5 GHz －62 dBc －63 dBc －68 dBc －64 dBc

8.5～ 13.6 GHz －57 dBc －59 dBc －64 dBc －63 dBc

13.6～ 17.1 GHz －55 dBc －57 dBc －62 dBc －61 dBc

17.1～ 27 GHz －52 dBc －52 dBc －58 dBc －48 dBc

フラクショナルNスプリアス36 ≦50 dBc＋20log（N）、公称値

1次／高次スプリアス応答37 周波数 仕様 公称値

IF帯域幅フィルタ＝40 MHz 100 kHz～ 3.6 GHz －63 dBc －74 dBc

3.6～ 8.4 GHz －72 dBc －84 dBc

8.4～ 17 GHz －88 dBc －96 dBc

17～ 27 GHz －89 dBc －97 dBc

IF帯域幅フィルタ＝100/160 MHz 100 kHz～ 3.6 GHz －63 dBc －78 dBc

3.6～ 8.4 GHz －75 dBc －86 dBc

8.4～ 17 GHz －86 dBc －96 dBc

17～ 27 GHz －98 dBc －108 dBc

34. 期待される入力レベル：－50 dBm、ミキサ・レベル・オフセット：0 dBm、プリアンプ・オフ、雑音補正オフ。 
プリアンプ／雑音補正をオンにすると、10 dB（公称値）向上します。 

35. 入力レベル＝－10 dBm、期待される入力レベル＝0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dBm、アベレージング回数＝50 

36. NはLOの乗数です。Nの値対周波数レンジについては、LOの乗数表を参照してください。

37. 入力レベル＝0 dBm、期待される入力レベル＝0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dBm、雑音補正オン、アベレージング回数＝10
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技術仕様と特性

信号純度（続き）

残留応答、イメージ応答、スプリアス応答（続き）

IFノイズ除去（公称値）38

周波数 40 MHz IF経路 40 MHzの別のIF経路 100/160 MHz IF経路

＜3.6 GHz
    最終IF
    最初のIF

－80 dBc
－64 dBc

－85 dBc
－80 dBc

－82 dBc
－71 dBc

3.6～ 13.6 GHz －78 dBc －83 dBc －78 dBc

13.6～ 20 GHz －70 dBc －81 dBc －70 dBc

20～ 27 GHz －53 dBc －80 dBc －55 dBc

イメージ応答39 仕様 代表値

≦3.6 GHz fIMAGE＝（fC ± 2 * fFINAL IF） －63 dBc －72 dBc

fIMAGE＝（fC ± 2 * fFIRST IF） －77 dBc －85 dBc

＞3.6 GHz（デジタル・イメージ除去オン） fIMAGE＝（fC ± 2 * fFINAL IF） イメージは通常ノイズ・フロアを下回ります

電源ライン関連のスプリアス応答

－60 dBc（公称値）

スプリアス・フリー・ダイナミック・レンジ
（SFDR）

－72 dBc（公称値）

LOエミッション40 プリアンプ・オフ（公称値） プリアンプ・オン（公称値）

≦100 MHz －69 dBm －82 dBm

＞100 MHz －80 dBm

38. 少なくても2×IFフィルタ帯域幅離してチューニングしたときのIF周波数での信号の抑圧。

39. 期待される入力レベル＝－10 dBm、ミキサ・レベル・オフセット＝0 dB、PeakToAverage＝0 dB、fC＝アナライザの中心周波数、fIMAGE＝アナライザの中心周波数に対してイメー
ジ応答となる入力周波数、fFINAL IF＝240/300/326 MHz、fFIRST IF＝5040/5100/5126 MHz。

40. 期待される入力レベル＝－50 dBm、RF減衰量＝0 dB。LOエミッションは、RF入力ポートでのLO漏れ電力です。
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技術仕様と特性

時間およびデータ収集

最大キャプチャ・メモリ リスト・モード以外 リスト・モード

オプションM01 128 Mサンプル（512 MB） 128 Mサンプル（512 MB）

オプションM05 512 Mサンプル（2 GB） 512 Mサンプル（2 GB）

オプションM10 1 Gサンプル（4 GB）41 512 Mサンプル（2 GB）～ 1 Gサンプル（3.999 GB）41

セグメント

最小セグメント長 32バイト 

最大セグメント長 全キャプチャ・メモリ42

最高サンプリング・レート 仕様

オプションB04/40 MHz 50 MS/s（複素数）、100 MS/s（実数）

オプションB10/100 MHz 125 MS/s（複素数）、250 MS/s（実数）

オプションB16/160 MHz 200 MS/s（複素数）、400 MS/s（実数）

リスト・モード

最大セグメント数 3201

トリガ・ソース 外部、振幅、広帯域振幅、広帯域バースト、ソフトウェア、即時

トリガ・モード 収集ごと

トリガ機能

遅延レンジ43 －0.1～＋1 s

遅延分解能 1サンプル

遅延確度 2 ns

ホールドオフ範囲 0～ 1 s

ホールドオフ分解能 10 ns

最小収集サイズ 2サンプル

最大収集サイズ 1 Gサンプル

41. 単一リスト・ポイント・キャプチャの最大サイズは、512 Mサンプル（2 GB）に制限されています。しかし、オプションM10により、最大3.999 GBのキャプチャ全体をすべての
リスト・モード・キャプチャで使用することができます。

42. メモリを1回以上の収集に割り当てることができます。1回の収集に2のベキ乗の大きさのメモリが必要です。最小サイズは32バイトです。 

43. 負のトリガ遅延はキャプチャ・サイズによって制限されます。
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技術仕様と特性

測定速度

IQデータ捕捉44 公称値

ラージ・ブロック（50 Mサンプル） 1.2 s 10 kサンプル・ブロック単位で転送

スモール・ブロック（100キャプチャ、各100 kサンプル） 252 ms 10 kサンプル・ブロック単位で転送

レベル、周波数の調整（10 kサンプル） 1.6 ms 10 kサンプル・ブロック単位で転送

パワー測定45

チャネル・パワー設定およびフィルタ帯域幅 収集時間 アベレージング回数 公称値

3.84 MHz 400 μs なし 1.7 ms

10 8.6 ms

100 μs なし 1.2 ms

10 3.8 ms

50 μs なし 1.1 ms

10 3.3 ms

30 kHz 100 μs なし 3.9 ms

10 30.7 ms

44. キャプチャ・ブロック、ホスト・メモリへの転送、160 MHz BWで、400 MHz以下での周波数遷移は除きます。M9037A PXIe組込みコントローラ（2リンク構成：1×8 [工場設定]）
を使用。

45. ホスト・メモリへの転送、160 MHz IF帯域幅フィルタで、400 MHz以下での周波数遷移は除きます。M9037A PXIe組込みコントローラ（2リンク構成：1×8 [工場設定]）を使用。
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技術仕様と特性

通信方式固有の測定データ

16QAM46

EVM Fc
非イコライズ、 
公称値

イコライズ、 
公称値

RRC α＝0.2、50 Mシンボル/s 1.8 GHz 0.39 ％ 0.21 ％

5.95 GHz 0.41 ％ 0.20 ％

RRC α＝0.35、50 Mシンボル/s 5.95 GHz 0.39 ％ 0.19 ％

CDMA200047

パラメータ 公称値

パイロットEVM Fc＝0.9、1.9 GHz 0.37 ％

GSM47

パラメータ 公称値

グローバル位相誤差 Fc＝0.9、1.8、1.9 GHz 0.18 º

ORFSダイナミック・レンジ（雑音補正オフ） 200 kHzオフセット －36 dBc

250 kHzオフセット －41.5 dBc

400 kHzオフセット －68 dBc

600 kHzオフセット －75 dBc

800 kHzオフセット －77.5 dBc

1200 kHzオフセット －81.5 dBc

1800 kHzオフセット －79.5 dBc

EDGE47

パラメータ 公称値

残留EVM Fc＝0.9、1.8、1.9、2.0、2.1、2.2 GHz 0.25 ％

ORFSダイナミック・レンジ（雑音補正オフ） 200 kHzオフセット －36.5 dBc

250 kHzオフセット －42 dBc

400 kHzオフセット －67 dBc

600 kHzオフセット －73.5 dBc

800 kHzオフセット －76.5 dBc

1200 kHzオフセット －81 dBc

1800 kHzオフセット －78.5 dBc

W-CDMA47

パラメータ 公称値

残留EVM Fc＝0.9、1.8、1.9、2.0、2.1 GHz 0.50 ％

ACLRダイナミック・レンジ
（チャネル帯域幅＝5 MHz、Fc＝2 GHz）

雑音補正オフ 雑音補正オン

隣接 －73 dB －75 dB

交互 －75 dB －79 dB

W-CDMAチャネル・パワー確度 ±0.5 dB

46. 入力信号（全パワー）0 dBm、過負荷を少し上回るようにレンジを設定、変換モード：自動、ミキサ・レベル・オフセット、IFレベル・オフセット（EVM性能に最適化）。

47. 期待される入力レベル：0 dBm、入力信号（全パワー）：0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット：0 dB、変換タイプ：自動。PeakToAverageは、信号のピーク対アベレージ毎に設定。
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技術仕様と特性

通信方式固有の測定データ（続き）

802.11g48 パラメータ 公称値

EVM 2.4 GHz、20 MHz帯域幅 －50.5 dB

802.11a48 パラメータ 公称値

EVM 5.8 GHz、20 MHz帯域幅 －50 dB

802.11n48 パラメータ 公称値

5.8 GHz、40 MHz帯域幅 －50.5 dB

802.11ac48 パラメータ 80 MHz（公称値） 160 MHz（公称値）

EVM 5.8 GHz、256 QAM プリアンブルのみ －48.5 dB －46 dB

プリアンブル、パイロット、データ －51.5 dB －49.5 dB

SEM 5.8 GHz、80 MHz帯域幅 図9を参照

802.11a/g48 パラメータ

SEM 2.4 GHz、20 MHz帯域幅 図10を参照

5.5 GHz、20 MHz帯域幅 図11を参照

802.11e48 パラメータ 公称値

OFDMA WiMAX™ EVM Fc＝2.5、3.5、5.8 GHz －48 dB

LTE FDD48 公称値

E－TM 3.1 5 MHz 10 MHz 20 MHz

EVM Fc＜3.6 GHz －47.5 dB －48.5 dB －48 dB 

Fc≧3.6 GHz －49 dB －51.5 dB －50.5 dB 

チャネル帯域幅＝5 MHz、 
Fc＝2 GHz

雑音補正オフ 雑音補正オン

ACLR 隣接 －68.5 dB －71 dB

交互 －71 dB －77.5 dB

48. 期待される入力レベル：0 dBm、入力信号（全パワー）：0 dBm、ミキサ・レベル・オフセット：0 dB、変換タイプ：自動。PeakToAverageは、信号のピーク対アベレージ毎に
設定。
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技術仕様と特性

通信方式固有の測定データ（続き） 

図10.　無線LAN 802.11a/g SEM（2.4 GHz、20 MHz帯域幅）。

図9.　無線LAN 802.11ac SEM（5.8 GHz、80 MHz帯域幅）。

無線LAN 802.11ac SEM（5.8 GHz、80 MHz帯域幅）

無線LAN 802.11a/g SEM（2.4 GHz、20 MHz帯域幅）

スペクトラム・ 
エミッション
リミット

スペクトラム・ 
エミッション
リミット
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図11.　無線LAN 802.11a/g SEM（5.5 GHz、20 MHz帯域幅）。

技術仕様と特性

通信方式固有の測定データ（続き） 

無線LAN 802.11a/g SEM（5.5 GHz、20 MHz帯域幅）

リミット

スペクトラム・ 
エミッション
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技術仕様と特性

環境／物理仕様

温度 動作時

非動作時（保管時）

個々のモジュール温度：25～ 75 ℃（モジュールの仕様から）および
環境温度：0～ 55 ℃

環境温度：－40～＋70 ℃

湿度49 95 ％、＋40 ℃で型式試験 
（非結露）

衝撃／振動49 動作ランダム振動
ランダム振動
機能衝撃 
ベンチ操作

5～ 500 Hz、0.21 g rmsで型式試験
5～ 500 Hz、2.09 g rmsで型式試験
半正弦波、30 g、11 msで型式試験
MIL-PRF-28800Fに準拠した型式試験

高度 最高4,572 m50

コネクタ RF入力 APC 3.5 mm（メス）

EMC 欧州EMC指令2014/30/EUに準拠
 – IEC/EN 61326-2-1
 – CISPR Pub 11グループ1、クラスA
 – AS/NZS CISPR 11
 – ICES/NMB-001

このISMデバイスは、カナダのICES-001に準拠しています。
Cet appareil ISM est conforme a la norme NMB-001 du Canada.

ウォームアップ時間 30分

サイズ M9300A 
M9308A 
M9365A 
M9214A 

1 PXIeスロット
1 PXIeスロット
2 PXIeスロット
1 PXIeスロット

寸法 モジュール 長さ 幅 高さ

M9300A 210 mm 22 mm 130 mm 

M9308A 210 mm 22 mm 130 mm 

M9365A 210 mm 44 mm 130 mm 

M9214A 210 mm 22 mm 130 mm 

質量 M9300A 
M9308A 
M9365A 
M9214A 

0.55 kg
0.59 kg
1.05 kg
0.36 kg

シャーシからの消費電力 M9300A 
M9308A 
M9365A 
M9214A 

≦18 W
≦37 W
≦50 W
≦35 W

49. 本製品は、Keysight環境試験マニュアルに基づいた型式試験が行われ、保管、輸送、使用の際の環境ストレスに対して耐性があることが検証されています。このようなストレス
の例として、温度、湿度、衝撃、振動、高度、電源条件などがあります。テスト手法はIEC 60068-2に準拠し、レベルはMIL-PRF-28800F Class 3相当です。

50. 高度4,572 mでは、最高環境温度は52 ℃に下がります。
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技術仕様と特性

システム要件

オペレーティング・システム Windows 7（32/64ビット）

プロセッサ速度 1.5 GHzデュアル・コア（x86またはx64）（最小）、
2.4 GHzを推奨
Itanium 64のサポートなし

利用可能メモリ 4 GB以上 
8 GBを推奨

ハード・ディスクの空き容量51 1.5 GBのハード・ディスク空き容量：
1 GB（Microsoft .NET Framework 4.052用）
100 MB（Keysight IOライブラリ・スイート用） 

ビデオ 128 MBのグラフィック・メモリ（推奨）でDirectX 9グラフィックに対応（スーパー VGAに対応）

ブラウザ Microsoft Internet Explorer 7.0以上

51. Keysight Technologies PXIe M9018Aシャーシと組み合わせて使用できるコンピュータのリストについては、『Tested Computer Technical Note』 
（カタログ番号5990-7632EN）を参照してください。

52. Windows 7では、.NET Frameworkのランタイム・コンポーネントがデフォルトでインストールされています。 
このため、ここに記載のディスク空き容量が不要になる場合があります。

http://literature.cdn.keysight.com/5990-7632EN.pdf
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ソフトウェア

測定器接続ソフトウェア

Keysight IO 
ライブラリ

このIOライブラリ・スイートは、キーサイトや他のメーカのAXIe、PXI、
GPIB、USB、イーサネット/LAN、RS-232C、VXIテスト機器などの一般的
な測定器に接続するために使用できます。Keysight IOライブラリは、イ
ンタフェース、シャーシ、測定器を自動的に検出します。グラフィカル・
ユーザ・インタフェースにより、IVI測定器およびモジュール計測器と従
来の測定器用のソフトウェア・フロント・パネル・ドライバを検索し、
検証／更新することができます。このIOスイートは、NI I/Oソフトウェ
アとの併用可能モードで安全にインストールすることができます。

無料ソフトウェアを以下のページから
ダウンロードできます：
www.keysight.co.jp/find/iosuite

モジュールのセットアップと使用

Keysight 
ソフトウェア・
フロント・ 
パネル

PXIモジュールには、測定器の機能をPCから使用できるようにするグラ
フィカル・ユーザ・インタフェース（GUI）である、ソフトウェア・フロン
ト・パネル（SFP）が付属しています。

モジュールに付属するCD-ROMに含ま
れ、オンラインからも入手できます。

モジュールの管理

Keysight Connection 
Expert

Connection Expertは、IOライブラリ・スイートに含まれるグラフィカル・
ユーザ・インタフェースで、IVI測定器およびモジュール計測器と従来の
測定器用のソフトウェア・フロント・パネル・ドライバを検索し、検証
／更新することができます。

無料ソフトウェアを以下のページから
ダウンロードできます：
www.keysight.co.jp/find/iosuite

プログラミング

ドライバ 開発環境

lVI-COM
IVI-C
MATLAB

 
Visual Studio（VB.NET、C#、C/C++）、VEE、LabVIEW、LabWindows/CVI、
MATLAB

モジュールに付属するCD-ROMに含まれ
ています。

プログラミング・アシスタンス

Command Expert 正しい測定器コマンドの検索、適切なパラメータの設定を支援します。
1つの簡単なインタフェースに、ドキュメント、サンプル、シンタックス・
チェック、コマンド実行、デバッグ・ツールが含まれ、Excel、MATLAB、
Visual Studio、VEE、SystemVueで統合するためのシーケンスを構築でき
ます。

無料ソフトウェアを以下のページから
ダウンロードできます：
www.keysight.co.jp/find/commandexpert

プログラミング・ 
サンプル

各モジュールに、Visual Studio.net、MATLAB、Keysight VEE Pro用のプロ
グラミング・サンプルが含まれています。

モジュールに付属するCD-ROMに含まれ
ています。

信号解析ソフトウェア

モジュール 
計測器用の 
Xシリーズ測定
アプリケー 
ション

Xシリーズ測定アプリケーションを使用すれば、モジュラPXI VSAを規格
に準拠したRF送信機テスタとして使用できます。さまざまな通信規格
（LTE、無線LAN 802.11acなどを含む）のコンフォーマンス測定が行え 
ます。

ソフトウェア・ライセンス。詳細につ
いては、以下のWebサイトをご覧くだ
さい。 
www.keysight.co.jp/find/pxi-x-series_apps

89600 VSA 89600 VSAソフトウェアを使用すれば、業界標準の複雑な信号を解析し、
複雑なRFベクトル変調信号の相互作用を詳細に調べることができます。

ソフトウェア・ライセンス。詳細につ
いては、以下のWebサイトをご覧くだ
さい。 
www.keysight.co.jp/find/vsa

SystemVue SystemVueは、通信／防衛システム・デザイン用のシステム・レベルの
EDAプラットフォームです。SystemVueとM9393Aを組み合わせて用いれ
ば、モデル・ベースのデザイン検証テストを作成して、デザインから製
造まで一貫性を確保することができます。

ソフトウェア・ライセンス。詳細につ
いては、以下のWebサイトをご覧くだ
さい。 
www.keysight.co.jp/find/systemvue

www.keysight.co.jp/find/iosuite
http://www.keysight.co.jp/find/iosuite
http://www.keysight.co.jp/find/commandexpert
http://www.keysight.co.jp/find/pxi-x-series_apps
http://www.keysight.co.jp/find/vsa
http://www.keysight.co.jp/find/systemvue
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セットアップおよび校正サービス

アシスタンス

1日のスタートアップ・ 
アシスタンス

テクニカル・エキスパートからサポートを受け、M9393A PXI高性能VSAとそ
の優れたソフトウェア・ツールを容易に使い始めることができます。測定に
取りかかり、特定のアプリケーションに対する測定器の使用方法を習得する
ための柔軟な導入説明フォーマットが用意されています。

基本構成に含まれています

校正とトレーサビリティ

工場校正 M9393A PXI高性能VSAは、工場で校正され、NISTトレーサブル校正証明書を
付けて出荷されます。

基本構成に含まれています

推奨校正周期 校正周期は1年間を推奨します。

校正場所  – Keysightワールドワイド・サービス・センタでの校正
 – キーサイトによるオンサイト校正
 – セルフ・メンテナンスによる校正

詳細については、以下のWebサイトをご覧くだ
さい。
www.keysight.co.jp/find/infoline 

N7800A校正／ 
調整ソフトウェア

M9393A PXI高性能VSAは、キーサイトの校正／調整ソフトウェアでサポート
されています。これは、自動校正を行うためにキーサイトのサービス・セン
タで使用されているソフトウェアと同じです。このソフトウェアは、ISO 
17025:2005、ANSI/NCSL Z540.3-2006に対応したコンプライアンス・テスト、
ISO Guide to Expression of Measurement Uncertaintyに基づいた測定の不確かさ
を提供します。

ソフトウェア・ライセンス。 
詳細については、以下のWebサイトをご覧くだ
さい。 
www.keysight.co.jp/find/calibrationsoftware

Keysight校正ステータス・ 
ユーティリティ

Keysight校正ステータス・ユーティリティは、M9393Aが常に校正されている
ように、校正間隔を管理し、測定器とモジュールの校正ステータスに関する
メッセージを表示します。

基本構成に含まれています

http://www.keysight.co.jp/find/infoline
http://www.keysight.co.jp/find/calibrationsoftware
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サポート 

サポート

コア・アセンブリによる
修理対応

キーサイトでは、モジュールの修理を短時間で容易に行うためのコア・アセンブリによる
修理対応を行います。交換コア・アセンブリは、完全に動作している校正済みの交換モ
ジュールで、故障したモジュールと同じシリアル番号を引き継ぎます。これにより、交換
モジュールで元のシリアル番号を使用することができます。

資格要件を満たした修理担当者が
いる場合（米国のみ）

セルフテスト・ 
ユーティリティ

セルフテスト・ユーティリティは、一連の内部テストを実行することにより、モジュール
の状態を検証し、ステータスを報告します。

基本構成に含まれています
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構成とオーダ情報

オーダ情報

モデル 概要

M9393A PXIe高性能ベクトル・シグナル・アナライザ： 
9 kHz～ 8.4/14/18/27 GHz
内容：
M9308A PXIeシンセサイザ
M9365A PXIeダウンコンバータ
M9214A PXIe IFデジタイザ
1日のスタートアップ・アシスタンス
モジュール・インターコネクト・ケーブル
ソフトウェア、サンプル・プログラム、 
製品情報（CD）

基本構成

M9393A-F08 周波数レンジ：9 kHz～ 8.4 GHz

M9393A-B04 40 MHz解析帯域幅

M9393A-M01 128 Mサンプル・メモリ

M9393A-300
保証仕様に必須

PXIe周波数基準： 
10 MHzおよび100 MHz
M9300A PXIe周波数基準を追加： 
10 MHzおよび100 MHz（M9300Aモジュールは 
複数のM9393Aモジュラ測定器に対応）

構成可能なオプション

周波数

M9393A-F14 9 kHz～ 14 GHz

M9393A-F18 9 kHz～ 18 GHz

M9393A-F27 9 kHz～ 27 GHz

スイッチング速度

M9393A-UNZ 高速チューニング

解析帯域幅

M9393A-B10 100 MHz

M9393A-B16 160 MHz

メモリ

M9393A-M05 512 Mサンプル

M9393A-M10 1024 Mサンプル

プリアンプ

M9393A-P08 8.4 GHzプリアンプ 

M9393A-P14 14 GHzプリアンプ 

M9393A-P18 18 GHzプリアンプ 

M9393A-P27 27 GHzプリアンプ 

その他

M9393A-UK6 M9393A用テスト・データ付き校正証明書
（M9308A、M9365A、M9214A）

M9300A-UK6 M9300A用テスト・データ付き校正証明書 
（モジュールのみ）

推奨構成の関連製品

M9037A PXIe組込みコントローラ

M9018A 18スロットPXIeシャーシ

M9393A PXI高性能VSAの製品オプションの一覧については、
M9393Aの構成ガイド（カタログ番号5991-4580EN）を参照して
ください。
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ソフトウェア情報 

サポートされている 
オペレーティング・システム

Microsoft Windows 7 
（32/64ビット） 

規格に準拠したドライバ IVI-COM、IVI-C、MATLAB

サポートされているアプリ
ケーション開発環境（ADE）

VisualStudio（VB.NET、C#、C/C++）、VEE、
LabVIEW、LabWindows/CVI、MATLAB

Keysight IOライブラリ 
（バージョン16.3以降）

内容：VISAライブラリ、Keysight 
Connection Expert、IOモニタ

Keysight Command Expert 測定器の制御（SCPIまたは 
IVI-COMドライバ）

89600 VSAソフトウェア
（バージョン17.21以降）

89601B-200 基本VSAソフトウェア
89601B-300 ハードウェア・ 
コネクティビティ
89601B-SSA スペクトラム解析
89601B-AYA デジタル復調
89601B-BHF カスタムOFDM
89601B-B7T cdma2000®/1xEV-DO
89601B-B7U W-CDMA/HSPA+
89601B-B7R 無線LAN 802.11a/b/g/j/p
89601B-BHJ 無線LAN 802.11ac MIMO
89601B-B7X TD-SCDMA
89601B-BHD LTE FDD 
89601B-BHG LTE FDD - Advanced 
89601B-BHE LTE TDD
89601B-BHH LTE TDD - Advanced
89601B-B7W 1xEV-DO
89601B-B7R 3Gバンドル
89601B-BHC RFID
89601B-BHK カスタムIQ

モジュール計測器用 
Xシリーズ測定 
アプリケーション 
（トランスポータブル 
永久ライセンス）。

M9063A アナログ
M9064A VXAベクトル信号解析
M9071A GSM/EDGE/Evo
M9072A cdma2000/cdmaOne
M9073A W-CDMA/HSPA+
M9076A 1xEV-DO 
M9077A 無線LAN 802.11a/b/g/n/ac M9079A 
TD-SCDMA/HSDPA
M9080B LTE/LTE-A FDD
M9081A Bluetooth® 
M9082B LTE/LTE-A TDD

アクセサリ

モデル 概要

Y1212A スロット・ブロッカ・キット：5モジュール

Y1213A PXI EMCフィラー・パネル・キット：5スロット

Y1214A 通気口キット：M9018A 18スロット・シャーシ

Y1215A ラック・マウント・キット：M9018A 18スロット・ 
シャーシ 

関連製品 

モデル 概要

M9381A PXIeベクトル信号発生器

M9380A PXIe CW信号源

M9300A PXIe周波数基準

M9021A PCIeケーブル・インタフェース

M9045B ラップトップ・コンピュータとの接続用PCIe ExpressCard
アダプタ

Y1200B ラップトップ・コンピュータとの接続用PCIeケーブル

M9048A デスクトップ・コンピュータとの接続用PCIe 
デスクトップ・アダプタ

Y1202A デスクトップ・コンピュータとの接続用PCIeケーブル

アドバンテージ・サービス：校正／保証

Keysightアドバンテージ・サービスは、お客様の機器のライフタイム全体
にわたって、お客様の成功を支援します。

N7800A 校正／調整ソフトウェア

構成とオーダ情報
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myKeysight

www.keysight.co.jp/find/mykeysight
ご使用製品の管理に必要な情報を即座に手に入れることができます。

www.axiestandard.org

AXIe（AdvancedTCA® Extensions for Instrumentation and Test）は、
AdvancedTCA®を汎用テストおよび半導体テスト向けに拡張したオープン規格です。
Keysightは、AXIeコンソーシアムの設立メンバです。

www.lxistandard.org

LXIは、Webへのアクセスを可能にするイーサネット・ベースのテスト・システム用
インタフェースです。Keysightは、LXIコンソーシアムの設立メンバです。

www.pxisa.org

PXI（PCI eXtensions for Instrumentation）モジュラ測定システムは、PCベースの堅
牢な高性能測定／自動化システムを実現します。

www.keysight.com/go/quality

Keysight Technologies, Inc.
DEKRA Certified ISO 9001:2008  
Quality Management System

契約販売店

www.keysight.co.jp/find/channelpartners
キーサイト契約販売店からもご購入頂けます。
お気軽にお問い合わせください。

PCI-SIG®、PCIe®、PCI Express®は、PCI-SIGの登録商標／サービス・マークです。 

cdma2000は、米国電気通信工業会（TIA）の登録商標です。 

BluetoothおよびBluetoothロゴはBluetooth SIGの登録商標で、キーサイト・テクノロジーズ・インク
にライセンスされています。

WiMAX、Mobile WiMAX、WiMAX Forum、WiMAX Forumロゴ、WiMAX Forum Certified、
WiMAX Forum Certifiedロゴは、WiMAX Forumの登録商標です。 
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